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平成２５年度全国学力・学習状況調査(教科に関する調査)の調査問題例

教科に関する調査に係る問題作成の基本的な考え方

全国学力・学習状況調査は，教育委員会や学校が調査結果を授業の改善等
に役立てられるよう，児童生徒が学習指導要領の内容を身に付け，活用でき
るようになっているかを確認することを主たる目的としている。
調査問題は，平成１８年の専門家検討会議の報告書「全国的な学力調査の

具体的な実施方法等について」に従って作成している。(下記参考参照)

さらに，児童生徒の指導改善につなげられるよう，例えば次のような点に
留意して作成している。

○平成２４年度に国立教育政策研究所がとりまとめた「４年間（平成１９
～２２年度）の調査結果のまとめ」において，４年間に同じような趣旨
の下に複数年度にわたって出題し，正答率がおおむね７０％を下回る内
容を「課題」として挙げている。この課題についての改善状況等をみる
問題

○児童生徒の実生活や他教科に関連した内容を題材とした問題
〇新学習指導要領実施に伴い，履修する学年が変わることによって，新た
に調査が可能となった問題

（参考）全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（平成１８年４月２５日全国的な学力調査

の実施方法等に関する専門家検討会議）（抜粋）

４．調査問題及び質問紙調査について

（１）調査問題の出題範囲・内容に関する基本的な視点

（略）

〇（略）全国的な学力調査における調査問題の出題範囲・内容については，各学校段階にお

ける各教科などの土台となる基礎的な事項に絞った上で，以下のように問題作成の基本理

念を整理することが適当である。

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において

不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など（主とし

て「知識」に関する問題）

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立

て実践し評価・改善する力などにかかわる内容（主として「活用」に関する問題）

（略）

〇各教科の具体的な調査問題の作成に当たっては，調査問題自体が学校の教員や児童生徒に

対して土台となる基礎的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や，児童

生徒の学習改善・学習意欲の向上などに役立つとの視点が重要である。（略）

（２）調査問題の形式など

（略）

〇国語，算数・数学に関する調査の時間配分については，児童生徒や学校の負担や多くの児

童生徒が時間的な余裕を持って取り組むことができる程度の問題量等を考慮して，質問紙

調査に要する時間を除き小学校第６学年は３単位時間，中学校第３学年は４単位時間程度

までとする。（略）



平成２５年度における特徴的な問題例
【小学校国語】

Ａ問題３ 文の構成を捉える

問題の概要

一 文のはじめの５文字を丸で囲む

二(1) 接続語を使って１文を２文に分けて書く

(2) 「だから」と同じような働きをする接続語として適切なものを選択する

正答

一 放送委員会 ぼくは、委 新しく委員

二(1) そうにしていた（。だから、）ぼくは、これま

二(2) ４
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平成２５年度における特徴的な問題例
【小学校国語】

Ｂ問題２ 目的や意図に応じてリーフレットを編集する＜打ち上げ花火の伝統＞

問題の概要

一 「打ち上げ花火の歴史」という見出しに合わせて必要な内容を書き加える

二 【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が具体的に書かれている内容を引用して書く

三 複数の内容を関係付けた上で，自分の考えを具体的に書く

正答

一 （例） さまざまな色や明るさの打ち上げ花火を作ることができるようになった。

二 わたしは,

そのわざを

三 （例） （打ち上げ花火は，およそ４００年もの歴史をもった，日本のすばらしい伝統といえます。）現在では，型物の開発が進んでいます。

また，中間色も使ったカラフルな花火を作ったり，音楽に合わせて打ち上げたりしています。長い伝統を受けつぎ，新たなことに

ちょう戦する花火師さんたちの思いに感動しました。



平成２５年度における特徴的な問題例
【小学校算数】

Ａ問題４ 単位量当たりの大きさ

問題の概要

ＡとＢの２つのシートの混み具合を比べる式の意味について，正しいものを選ぶ

正答

１



平成２５年度における特徴的な問題例
【小学校算数】

Ｂ問題５ 資料の数学的な解釈と判断の根拠の説明（図書館）

問題の概要

（１） 棒グラフと折れ線グラフの両方が示されたグラフの説明に対して，その説明がグラフのどの期間を示しているのか，正しいものを選ぶ

（２） 帯グラフに示された割合と基準量の変化を読み取り，インターネットの貸出冊数の増減を判断し，そのわけを書く

正答

（１） ２

（２） 【 番号 】 １

【 わけ 】（例）６０％を小数で表すと０.６になります。

６０００×０.６ と７０００×０.６ を比べると，割合は同じで，もとにする量は大きくなっています。だから，平成２３年

のほうが増えています。



平成２５年度における特徴的な問題例
【中学校国語】

Ａ問題１ 話合いをする

問題の概要

一 話合いでの司会の発言の役割について説明したものとして適切なものを選択する

二 話合いの方向を捉えた司会の発言として適切なものを選択する

正答

一 ２

二 １，４，５



平成２５年度における特徴的な問題例
【中学校国語】

Ｂ問題２ 文学的な文章を読む（「装置の時代」）

問題の概要

一 エヌ氏の生活について説明した言葉を本文中から抜き出す

二 表現の効果を説明したものとして適切なものを選択する

三 文章を読んで感じたことや考えたことを具体的に書く

正答

一 装置（に囲まれた生活）

二 ４

三 （例） 便利な生活を描いているようで、「一日に一つや二つは、たいてい故障をおこして」修理に出すという不便な現象を描いている

点が、未来の社会に対して作者が警告しているようで面白いと感じました。



平成２５年度における特徴的な問題例
【中学校数学】

Ａ問題１ （４）正の数と負の数とその計算

問題の概要

東京の時刻を基準にして，東京とカイロの時差を表す

正答

－７（時間）



平成２５年度における特徴的な問題例
【中学校数学】

Ｂ問題３ 日常的な事象の数学化と他事象との関係（水温の変化と気温の変化）

問題の概要

（１） 水を熱し始めてから１０分間で上がった温度を求める

（２） 与えられた表やグラフを用いて，水温が８０℃になるまでにかかる時間を求める方法を説明する

（３） 水を熱した時間と水温と同じように考えて求められる事象を選ぶ

正答

（１） ４０.０（℃）

（２） （例） 直線のグラフをかき，ｙ＝８０ のときのｘ座標を読む。

（３） ア



過去の調査問題と同一の問題
【中学校数学】

Ａ問題６ （１）平面図形の基本的な性質

問題の概要

平行線の間の三角形について，その内角ｘ，ｙの和の値を選ぶ

正答

ウ

※ 本問題は，ＴＩＭＳＳ２００７の調査問題と同一の問題である。


